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　東京ビッグサイトが主催し東京都が特別
協力した「危機管理産業展 2021（RISCON 
2021）」と「テロ対策特殊装備展 2021

（SEECAT 2021）」が、10 月 20 日から
22 日まで青海展示場（東京ビッグサイト）
で開催された。今年の「RISCON 2021」
会場には、「防災・減災」「事業リスク対策」

「セキュリティ」の 3 つのゾーンの他に「東
京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会 企画展示エリア」と「東日本大
震災から 10 年 特別企画」が併設されてい
た。一方の「テロ対策を創造する」を旗印
に掲げた「SEECAT 2021」の会場には、「検
知・検査・分析」「監視・警戒システム」「通
信機器・暗号技術」など 8 つのカテゴリー
で 45 社が出展した。

　筆者が期待した衛星通信の分野は、今回
ソフトバンクと日本デジコムが出展を見合
わせたためエーティコミュニケーションズ
社の独断場であった。同社は、最も売り込
みに力を入れている超小型平面アンテナ

「Satcube」と同アンテナを駆使する「Sat-Q 
VSAT」サービスを目玉にして出展した。
ブースには、「Sat-Q VSAT」サービスに
衛星回線を提供しているスカパー JSAT の
関係者も応援に駆け付けており商談に追わ
れていた。
　すでによく知られているが「Satcube」
アンテナは、ノート PC サイズで重量わ
ずか 8kg と超軽量に仕上がっている。使
い方については、据え置きタイプ、三脚に
取り付けるタイプ、車のルーフに設置する

タイプ、車のボンネットに置くタイプの
4 種が提唱されていた。三脚に取り付ける
タイプの狙いについては、「人込みの中で
Satcube アンテナを使用する場合に、周囲
の障害を避けて衛星にアクセスする高さを
確保できる」と言う。車のルーフに設置す
るタイプには、据え付け用に強力なマグネッ
トが使われていた。車のボンネットに置く
タイプに関しては、「設置場所が傷付かない
ように吸盤を使用している」との説明であっ
た。
　「サッと使える！ IP 伝送サービス」を謳
う「Sat-Q サービス」の最近の実績につい
ては、「三重県の奥まったところにあり、モ
バイル回線が脆弱なゴルフ場で開催された
トーナメント関連のインターネット中継に
使用した」と語っていた。「Satcube」ア
ンテナは非常に軽量なので「他の制作機材
と一緒に軽バンに搭載して現場に持ち込む
ことができた」と言う。
　「Satcube」に次ぐ目玉展示は、ローコ
ストでハイパフォーマンスを誇る車載局
で、今回ハイエースに直径 1.2 メートルの

「SWE-DISH DA120」アンテナを搭載し
て紹介した。この車載局の特色としては、
走行中でも使える 8KVA 発電機の搭載、油
圧式伸縮ポールの装備、5 名が向き合って
会議に使える運用室の確保が挙げられる。
実車は出展されなかったが、最近完成した
ばかりと言うテラ・ラボ社（本社 : 愛知県
春日井市）向けに製作した移動型地上局を
ポスターで紹介した。同社は、地震、台風、
大雨災害などの災害対策 DX ビジネスに熱
心に取り組んでおり、現場の情報収集や衛
星通信の利活用拠点として使用するとのこ
とであった。
　上述した種々の展示以外に「エーティ
コミュニケーションとして、独自のイン
マルサット・グローバル・エクスプレス・
サービスを始めた」と語っていた。衛星通
信用には、同社が販売している低価格の

「Cobham 社のアンテナが最適」と PR に
余念がなかった。
　今年のドローンの展示は、e ロボティク

「危機管理産業展2021」
「テロ対策特殊装備展2021」が開催
「危機管理産業展2021」
「テロ対策特殊装備展2021」が開催

写真 4　HTC Nippon は、同社の「VIVE」VR ヘッドセッ
トを使用するバーチャル・リアリティー体験ゾーンを設置し
て多くの来場者の関心を呼んだ。

写真 1　エーティコミュニケーションズ社は、「Satcube」
アンテナを使用する「Sat-Q VSAT サービス」の売り込み
に余念がなかった。

写真 2　e ロボティクス社は、アメリカの Freefly Sys-
tems 社製の産業用大型ドローン「ALTA X」に高高度気象
観測データ収集用機器を搭載して出展した。

写真 3　ジャパン・インフラ・ウェイマーク社は、インフラ
点検に最適な Skydio 社製の「Skydio X2」ドローンを出展
して注目を集めた。
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ス、ジャパン・インフラ・ウェイマーク、
ネクシス光洋、日本海洋、東陽テクニカ、
ロボティックス・センタージャパンなど 7
社の出展でにぎわった。常連のセンチュリー
と原田物産のブースは、今回見当たらなかっ
た。
　e ロボティクス社（本社 : 福島県相馬
市）は、アメリカの Freefly Systems 社
製の産業用大型ドローン「ALTA X」を出
展して注目を集めた。最大積載可能重量が
15.9kg で、最大飛行時間が 50 分の長時
間飛行を実現する。高性能 GPS と 3 重化
されたコントローラを装備しているのが特
色である。今回ブースでは、「ALTA X」に
高高度気象観測データ収集用機器を搭載し
た珍しいドローンを披露して「高精度な数
値気象予測の実用化を目指す」と熱心な売
り込みを行っていた。
　ジャパン・インフラ・ウェイマーク社（本
社 : 大阪市）は、エイト日本技術開発、JR
西日本イノベーションズ、九州電力、八千
代エンジニヤリングなどが出資しているイ
ンフラ点検ソリューション事業者として知
られている。同社が、道路、鉄道、変電設
備などのインフラ点検に使用するドローン
は、アメリカの Skydio 社製「Skydio X2」
だ。特色は、4K 60fps 可視カメラと赤外
線カメラを搭載している。可視カメラは、「光
学 6 倍、デジタル 6.5 倍で、100 倍ズー
ムが可能」という。飛行時間は、35 分と
のことであった。
　ネクシス光洋（本社 : 北海道旭川市）は、
Teledyne FLIR 社製の次世代「SkyRanger 
R70」を出展し「機体に炭素繊維とマグネ
シウムを使っており堅牢性と耐久性を誇る。
自律性と最新の AI を駆使する空飛ぶスー
パーコンピュータに仕上がっている」と売
り込みに余念がなかった。運搬できるペイ
ロードの重量を聞いてみたら「最大 2kg」
との回答であった。
　 日 本 海 洋 は、 汎 用 水 中 ド ロ ー ン

「BlueROV-NK」と最大高度 100 メーター
で運用可能な空中ドローン「ORION 2」を
目玉にして出展した。「BlueROV-NK」に
ついては、「同クラスの商用 ROV の中で
は最も低価格にもかかわらず、ハイエンド

ROV の機能を有している。LED やスラス
ターの増設、アームなどの可動製品の搭載、
ソナーやセンサーなどの計測機器の装着も
可能」と盛んに PR していた。
　Elistair 社製の「ORION 2」については、

「30 倍光学ズーム付きフル HD カメラと赤
外線カメラを搭載しており、昼夜を問わず
24 時間以上の連続飛行が可能である。過
酷な長時間のミッションにも対応できる」
と語っていた。数日に及ぶ長時間飛行を実
現できる秘密は、地上からマイクロテザー
を介して常に電力を供給する設計になって
いるためである。
　測定機器専門商社の東陽テクニカ（本社 :
東京都中央区）は、同社の海洋計測部が
Seaber 社製のマイクロ AUV「Yuco」を
出展した。海面通信のために、GPS、イリ
ジウム、UHF 用の複合アンテナシステムを
搭載しているのがユニークと言える。
　ロボティックセンター・ジャパン（本社 :
北海道札幌市）は、今回カナダの Deep 
Trekker 社製遠隔操作型無人潜水ドローン

「Revolution ROV」と「Pivot」を出展した。
両機種とも 4K ウルトラ HD ローライトカ
メラを搭載しており、水深 305 メートル、
視界範囲 280 度まで撮影ができる。主な
違いは、前者の稼働時間は最長約 8 時間で、
後者は約 12 時間である。
　ドローンの検知・捕獲システム展示は、
今回エム・エー・ジェーと東芝インフラシ
ステムズの 2 社が行っていた。
　エム・エー・ジェーは、イスラエルの
APOLLOSHIELD 社製のドローン検出・定
位システムを紹介
して、商業用ドロー
ンなら「99% の検
知が可能」と胸を
張っていた。あら
ゆる仰角で広範囲
にドローンを検出
できるRFセンサー
を搭載しているの
が特色である。具
体的なユースケー
スを聞いてみたら

「例えば、羽田空港

なら 3 台でカバーできる」と答えていた。
　東芝インフラシステムズは、対ドローン
セキュリティシステムを売り込んでいた。
自律型捕獲用ドローンから自動でネットを
射出して不審なドローンを捕獲するシステ
ムである。長中短距離探知レーダー、カメラ、
RF センサー、ジャマーを駆使して目的の不
審ドローンを検出、追尾、識別、対処する
包括的な高度ソリューションの提案となっ
ているのが特色と言える。
　危機管理・テロ対策用の特殊カメラも関
心を呼んでいた。代表的な出展者は、3D
コーポレーションで、今回同社は、「THS-
EXPT170ZT」「TS-EXI330ZN」「TPS-
HD370NSW」など多種多様なカメラをブー
スに並べて来場者の注目を浴びていた。中
でも「THS-EXPT170ZT」は、耐圧防爆
の注目新製品で、光学 36 倍自動焦点ズー
ムカメラとサーマルカメラを双眼連動で構
成した最強のパンチルトカメラに仕上がっ
ている。
　今回の展示会で予想外だったのは、HTC 
Nippon（台湾の HTC 社の子会社）が大き
なブースを構えて同社の「VIVE PRO2」

「VIVE FOCUS」「VIVE COSMOS」ヘッ
ドセットを駆使する多彩な VR（仮想現実）
体験の場を提供していた。狙いが的中し、
防災訓練用や事故対応訓練用の VR シリー
ズの体験を希望する来場者の長い列が見ら
れた。

ハイビジョン伝送・災害・報道・海外派遣

 

「驚愕の超小型平面アンテナ！」
スタンダードなＳＣＰＣでのＳＮＧモデルに加え２０２０年
７月に新しくスタートしたスカパーＪＳＡＴ社の新サービス
「Ｓａｔ-Ｑ」モデルもラインナップ。お客様の運用にマッチ
した利用が簡単にできます。放送などのＨＤ映像伝送・災害
通信・海外通信・企業のＢＣＰ向けなど幅広く利用可能です。

＜SATCUBEアンテナの特長＞

■47cm x 30cm x 5.5cmビジネスバッグに入ります！
■SCPCモデル・Sat-Qモデル・各種あり
■災害/報道/海外派遣映像音声伝送インターネット接続/ハイビジョン伝送可能
■わずか１分で通信可能組立不要・工具不要
■衛星捕捉は内蔵ディスプレイのアシスト機能で素早く簡単
■航空機持込可能バッテリーで運用可（約３時間運用可能）
■運用中のバッテリー交換可（ホットスワップ対応）
■モバイル中継装置（TVU・Live U・スマテレ等）と連携可

エーティコミュニケーションズ株式会社 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3-55-14
TEL：03-5772-9125  http://www.bizsat.jp
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　米フェースブックが 10 月 28 日に社名
を「Meta（メタ）」に変更し、「メタバー
ス（Metaverse）」と呼ばれる仮想空間分
野へ積極的に進出する事業戦略を鮮明にし
た。マーク・ザッカバーグ CEO は、「メ
タバースは、インターネットの新しいペ
ージを開く」と宣言している。ちなみに、

「Metaverse」は、「Meta（超）」と「Universe
（宇宙）」を絡めた造語で、現実空間を超え
る仮想空間を示唆する最新の流行語である。
振り返ってみると、フェースブックは
2014 年にオキュラス社を買収して以来、
仮想現実（VR）ビジネスを忍耐強く続けて
きた。今や同社の「Oculus Rift」「Oculus 
Go」「Oculus Quest」「Oculus Quest 2」
と呼ばれるヘッドマウント・ディスプレイ

（HMD）は、どこの XR 展示会へ行っても
目に付く。
　このようなメタバース時代を先取りして、
日本では「第一回 XR 総合展（秋）」（主催
:RX Japan）が 10 月 27 日から 29 日ま
で幕張メッセで開催された。コロナ禍が収
まりつつあるので思い切って出向いてみた
ら、キヤノン、クリーク＆リバー、ASK、
NTT グループなどが出展して賑わっていた。
キヤノンは、「シーンサーバー」と「プレ
イヤー」の 2 つのモジュールで構成され
る MR（ 複 合 現 実 ） シ ス テ ム「MREAL 
Visualizer 3.6」を熱心に売り込んでい
た。説明員によれば「シーンサーバーは、

MREAL が利用する空間に表示するシーン
を構築するアップリケ―ションで、合成す
る 3D-CG を読み込み位置やスケールなど
を編集する。プレイヤーは、MREAL デ
ィスプレイのカメラから入力される現実情
報に、シーンサーバーが管理する 3D-CG
情報を合成して映像を生成しディスプレ
イに出力する」という。また、「MREAL 
Visualizer 3.6」ヘッドセットの機能につ
いては、「色透明度設定の変更」「判定対象
の接触マージンの設定」「位置 , 姿勢、スケ
ール、ドラッガーの四則演算」などが可能
と語っていた。用途としては、設計・開発
と生産・製造を取り上げていた。
　「クリエイティブとテクノロジーの力で
VR（仮想現実）・AR（拡張現実）・MR の
未来を創る」をモットーに掲げたクリーク
＆リバー社は、同社のスタンドアロン型 VR
ヘッドマウント・ディスプレイ「IDEALENS 
K4」に加えて、中国で高い評価をえてい
るという「SKYWORTH S1」VR ヘッド
セットを紹介して来場者の注目の的になっ
た。 説 明 員 に よ れ ば、「SKYWORTH 社
の S1 は、8K 高解像度の VR 映像をその
まま再生できるスタンドアロンヘッドセッ
トで、かってないほどのリアルな VR 映像
を再現する」という。仕様を聞いてみたら

「Samsung Exynos 8895 8Core+ SoC
プロセッサ搭載、8K ハードウェアデコー
ド、4K ディスプレイ、72Hz リフレッシ

ュレート、3DoF、視野角 105 度、画素
密度 801ppi」との回答であった。実際に
装着してみたらチベットで撮影したという
8K 高画質コンテンツが画面いっぱいに表
示され印象的であった。一方の「IDEALENS 
K4」は、Snapdragon 835 プロセッサ
を搭載し、4K ウルトラ HD 高画質と高処
理能力によるダイナミックな VR 映像を実
現していた。「S1」と比較してみたらリフ
レッシュレートが 75Hz、視野角 110 度
でわずかに上回るが、画素密度は 773ppi
でやや劣ることが分かった。さらに同社の
ブースでは、教育・訓練用 VR を顧客が容
易に制作できるソリューション「ファスト
VR」と現場最前線で働くフロントラインワ
ーカーのためのデジタル化支援ソリューシ
ョン「ATHEER（アシアー）」も紹介され
ていた。
　「目的に応じたソリューションとサービス
を提供する総合商社」を謳う ASK は、フ
ィンランド製「バルヨ（Varjo）XR-3」ヘ
ッドセットを大々的に売り込んでいた。「没
入型の複合現実体験を提供できる。115 度
の広い視野にわたってフォトリアリスティ
ックな視覚的忠実度を達成できている。4K
高品質のプロ級ヘッドセットに仕上がって
いる」と言うのがセールスポイントである。
NTT グループは、ドコモ、ラーニングシ
ステム、スマートコネクトが共同で大きな
ブースを構えて「XR シティ SHINJUKU」

日本製、中国製、フィンランド製など多彩なHMDで賑
わった「第一回XR総合展（秋）」

写 真 1　キヤノンは、長年温めてきた MR システム「MREAL Visualizer 3.6」を熱心
に売り込み注目の的になった。

写 真 2　クリーク＆リバーは、中国製の 8K スタンドアロン型「SKYWORTH S1」ヘ
ッドセットを紹介して関心を呼んだ。
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ブを重視した「VR Million EXTRA」文字
情報を主体にした「VR Million 2D」の 3
種である。また、「難しい設定はないので最
短 5 分でブースの設営が完了する。管理画
面から会場画面への反映もボタン一つで済
む」と強調していた。
　変わったところでは、バーチャルウイン
ドウが「vFIT」の展示とデモを行って注目
の的になった。HMD を使わない新しい VR
技術を活用するフィットネスクラブ向けの
バーチャルトレーニングサービスである。
HMD の代わりに導入するのは専用の「ス
クリーン・センサー・システム」で、「3 面
投影」「正面投影」「局面投影」の 3 タイプ
を用意している。対応マシーンについては、

「フィットネスバイクとトレッドミルが提供
できる」と語っていた。
　最後に、本稿執筆中に「バーチャル東京
タワー」が 11 月 1 日にオープンしたとい
うニュースが飛び込んできた。「100 年後
の東京タワー」「未来都市東京」を VR デバ
イス、スマートフォン、パソコンでバーチ
ャル体験できるという。開発の中心となっ
たのは、東京タワー、ウイスコム、これポ
チの 3 社で、バーチャル SNS プラットフ
ォーム「Cluster」ワールド上で視聴する
ことができる。会場では、タイミング良く
ウイスコムが来場者に体験を促していた。

Naoakira Kamiya　
衛星システム総研　代表　

メデイア・ジャーナリスト　

「フルデジタルオフィス」「デジタルアーカ
イブ」「Realive360 未来水族館」「ハラス
メント研修 VR」「野球ソリューション、バ
ッティング体験」など多種多彩な展示とデ
モを実施した。ドコモによる「XR シティ
SHINJUKU」は、6 月 21 日から 8 月 8
日まで新宿駅周辺に設けた 6 か所の体験ス
ポットで AR コンテンツを楽しめるように
した期間限定イベントで「AR コンテンツ
体験時に表示される広告やクーポンによる
周辺の施設への送客効果が確認できた」と
いう。
　上述した 4 社の他に、住友商事マシネッ
クス、SRA Tohoku、Data Mesh Japan、
ソライズ（SOLIZE）、カコムスが注目を集
めた。
　住友商事マシネックスは、ポケット・ク
エリーズと共同でブースを構え、「iVoRi」

「「Faci-L-ite XR」」「QuantuMR」 の 売 り
込みに余念がなかった。「iVoRi」に関しては、

「iVoRi 360 トレーニング」「iVoRi XR」
「iVoRi 360 遠隔現場支援」の 3 種の実用
ソリューションが提案されていた。ヘッド
セットは、「Oculus」でも「Pico」でも構
わないという。リモート情報アクセス」ツ
ー ル「Faci-L-ite XR」 は、「HoloLens2」
ヘッドセットを活用する現場ソリューショ
ンで、「例えば、ビルメンテナンスにおける
現場の種々の課題を、コロナ対策を施し 3
密を回避しながら解決できる」と説明して
いた。「QuantuMR」は、「MR を中核とし
た超人化技術を駆使して働き方に革命をも
たらすソリューション」とのことであった。
SRA Tohoku（ 本 社、 仙 台 市 ） は、
Software Research Associates の子会
社で、 「Hololens2」を活用した MR の開発
を行っている。今回同社は、現実世界と仮
想空間に持ち運びが可能な種々の 3D コン
テンツを売り込んでいた。具体的には、教
育コンテンツ、地図・地形情報の活用、シ
ュミレーション・マニュアルなど、様々な
シーンで活用が可能なカスタムソリューシ
ョンに仕上がっている。
　「時間や場所を超えた新しい働き方」
を 提 唱 す る DataMesh Japan（ 中 国
DataMesh 社の子会社）は、第二世代の

「ホロレンズ 2」を駆使する「コールセン
ター・バーチャライゼーション」のデモの

模様を披露して注目を集めた。ベルシステ
ム 24、Delonghi、日本マイクロソフト、
DataMesh の 4 社による 共同プロモーシ
ョンで、Delonghi 製品のお客様サポート
業務をコールセンター以外の場所でも提供
できるようにしようという実証実験である。
カギは、DataMesh の 3D ホログラム技術
と「ホロレンズ 2」で実現する MR アプリ
の組み合わせと言える。同社は、この他に
ネクスコ東日本エンジニアリング向けに提
供した遠隔教育ソリューションの取り組み
内容の PR にも余念がなかった。
　なお、最新の「ホロレンズ 2」については、

「初代のホロレンズより 2 倍以上の視野角
と解像度を実現している。ハンドトラッキ
ング機能が 10 本指操作方式となり表示オ
ブジェクトを掴み易くなった。視線追跡機
能が加わった」と解説していた。
　 ソ ラ イ ズ は、VR 学 習 コ ン テ ン ツ

「SADOKU」を売り込んでいた。利用者に
VR 空間にて物理、化学、力学などの学習
コンテンツを提供する製品とサービスであ
る。説明員は、「敢えて現実と違う現象が
設定された VR 空間の中で特徴的、直感的
に利用者に現象を疑似体験をさせることで、
現実世界とのギャップから主体的な疑問と
好奇心を引き出して理解と習得を可能にす
ることができる」と少々難しい解説をして
いた。使用する HMD について聞いてみた
ら、「HTC VIVEを勧めている」と答えていた。

「展示会の楽しさをバーチャルで実現」を謳
ったカコムスは、「VR Million」と名付けた

「展示会を変える新プラットフォーム」の
PR に余念がなかった。新プラットフォー
ムとして紹介されたのは、製品の詳細を伝
えたい「VR Million TALK」、クリエイティ

写 真 3　ASK は、フィンランド製「バルヨ（Varjo）XR-3」ヘッドセ
ットを大々的に売り込んでいた。

写 真 4　バーチャルウインドウは、ヘッドセットを使
わないフィットネスクラブ向けのバーチャルトレー
ニングシステムを出展して体験を促していた。


